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論文要旨
本論は中国近代初の旅行会社－中国旅行社とその親会社である上海商業儲蓄銀行の経営
活動と歴史的な変遷を解明することを中心的課題とする。
中国で近代旅行業といえば、真っ先に中国旅行社の名が挙がるものの、この特定テーマ
に関する研究はいまだ充分であるとはいえない。これまでの先行研究では、中国旅行社が
構築したネットワークの重要性とその意味、さらに、旅行社と上海商業儲蓄銀行及び国民
政府との関係については充分に解明されてはいない。とくに中国旅行社の海外展開及びそ
の活動内容についての分析も充分ではない。
1980 年代以降、上海商業儲蓄銀行と中国旅行社の檔案が逐次整理され、上海市檔案館に
は中国旅行社檔案ファイル（全宗号 Q368）と上海商業儲蓄銀行ファイル（全宗号 Q275）が
所蔵されている。本論は主としてこれらの檔案に依拠しつつ、合わせてほぼ完全な形で現
存している中国旅行社の機関誌である『旅行雑誌』、上海を中心に発行された大手新聞紙『申
報』、各種回想録と両社の主たる経営者であった陳光甫の日記などの分析を試みる。
本論は、1923 年の設立から冷戦後の 60 年代までの中国旅行社の歴史に特に焦点を当て、
日中戦争を画期の契機と捉える。戦争前の発展期（1923-1937 年）において、中国旅行社は
中国華東、華南、華北を中心に国内ネットワークを作り上げ、充実させた。その過程に焦
点をあて中国初の近代的旅行会社としての特色、親会社である上海銀行との関係性、さら
に国民政府との関係性を解明することを本論の第一課題とする。同時期、中国旅行社は国
内の展開にとどまらず、国際進出にも踏み出した。香港、日本を中心としたこの時期の東
アジアへの進出活動を明らかにすることを本論の第二課題とする。
戦時（1937－1945 年）、国内外情勢は激しく変動した。中国旅行社は国民政府の政策にそ
いつつ、発展方針と経営重点を変化させ、国民政府との関係をいっそう緊密化させると同
時に、自らも着実に実績を挙げた。この時期の国民政府との関係の変化と、西南、西北な
ど内地を中心にネットワークを展開させた過程を解明することを本論の第三課題とする。
同時期の国際展開地域は東南アジアへと変化していった。東南アジア各地での展開過程と
その内実、及び華僑華人との関係性を究明することを本論の第四課題とする。
終戦後（1945 年以降）、中国旅行社の発展には暗雲がたちこめた。大陸での一時的復興は
つかの間のことで、最終的には企業活動の終焉に直面せざるを得なくなった。そのリスク
回避策として採られたのが、中国旅行社という看板によるアメリカへの一部資産の移転と、
大戦および内戦終了直後の台湾での復興とのちの発展である。以上の異なる地域における
中国旅行社の活動状況を探究することが本論の第五の課題となる。以上を通じて、中国旅
行社ならではの特色ある経営方式を明らかにするとともに、各時期の情勢に対応しつつ構
築した広域な越境ネットワークが中国旅行社の発展に果たした役割の重要性を裏付けたい。
以上では、中国旅行社の経済的な面の考察を行ってきたが、中国旅行社が果たした政治
的、社会的、文化的機能の側面もまた考察に値すると考える。補論では、中国旅行社が編
集出版した『旅行雑誌』の精査を通じて、都市消費文化と公共衛生、医療文化の面から、
当時の中国人の社会生活の一端とその変容を確認しておきたい。
